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4月22日の米国株式市場の下落について
大幅かつ急速な利上げへの懸念高まる

1/1

2022年4月25日

0.5％ポイント以上で複数回の利上げへの警戒感が広がる

4月22日（現地、以下同様）の米国株式市場では、NYダウ、S&P500、ナスダック総合の主要3指数が

いずれも2％台後半の下落となりました。主な下落要因は、FRB（米国連邦準備制度理事会）による大幅

かつ急速な利上げへの警戒感と、一部の企業の低調な決算です。

パウエルFRB議長は21日に開催されたIMF（国際通貨基金）の会合で、利上げについてもう少し迅速に

動くことが適切であり、5月3-4日のFOMC（米国連邦公開市場委員会）ではFF（フェデラル・ファンド）

金利の0.5％ポイントの引き上げが検討されるといった趣旨の発言をしました。市場でも5月のFOMCで

0.5％ポイントの利上げが実施されるとの見方がコンセンサスにはなっていましたが、議長の発言である

ことや、また別のところで一部のFRB高官が0.75％ポイントの利上げについて言及していたこともあり、

0.5％ポイント以上の連続利上げといった大幅かつ急速な利上げへの警戒感が広がりました。企業決算に

関しては、通信大手のベライゾンがインフレや競争激化を理由に、医療サービスのHCAヘルスケアが人件

費高騰などを理由に、それぞれ業績見通しを下方修正したことなどが市場心理を悪化させました。

今後の米国株式市場ですが、目先は5月3-4日のFOMCを見守る状況となりそうです。そこで今後の金融

政策の方向性について情報が得られれば、市場の警戒感が幾分和らぐ可能性はあるでしょう。その後は、

ピークアウト説も出始めつつある物価の動向に注目する展開が続きそうです。

（出所）ブルームバーグ

※FF金利は誘導目標レンジの中心値

（2021年10月初～2022年4月22日）

米国債利回りとFF金利米国株価指数

（出所）ブルームバーグ

（2021年10月初～2022年4月22日）（米ドル） （％）
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